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合格おめでとうございます ！

森 林 イ ンス トラ ク ター 20 2 1年 度 （令 和 03年 度 ）資 格 試 験 合

格の皆さま 、合格おめで とうご ざ います 。森林インス トラク ター

東 京 会 （F IT ）は 、現 在 登 録 会 員 34 6名 （ 2 0 2 1年 1 1月 3 0日 現

在 ）で 、東 京 を中 心 に 、 25年 以 上 にわ た り幅 広 い フ ィー ル ド

で 活 躍 して いま す 。活 動 の 詳 しい内 容 について は 、 F ITホ ー

ム ペー ジ をご 参 照 くだ さい 。

東 京 都 在 住 の新 合格 者は 、以 下 の 皆 さま で す 。皆 さま の ご 入 会 を心 より

お待 ちして おりま す 。 （敬 称 略 ・五 十音順 ）

森 林 イ ンス トラ ク ター 東 京 会 （F IT ）の 皆 さま 、 F IT 3 0年 (み わ の 会 )芝 原 で

す 。や っ と再 開 とな りま した新年自然観察会開催の ご 案内 で す 。

今 回 は 「み わ の 会 」が 運 営 を担 当 させ て 頂 きま す 。本 当 は 希 望 す る方 を

秋 山 雅 信 , 井 上 日 出 生 , 岩 田 雄 介 , 氏 家 清 高 , 大 西 正 弘 , 長 田 眞 ,

小 野 寺 兼人 , 加 藤 達也 、河 合 勇樹 , 熊 坂 由美子 , 桒 原 悦郎 ,

小 林 綾 香 , 田 中 和江 , 田 中 雅 紀 , 田 中 裕 子 , 新 倉 和 宏 , 吉 川 良 子 ,

渡 辺 司

（この 名 簿 は FITが 入 会 説 明会 に使用 す る こと を 限 定 に、 （一 社 ）全 国 森 林 レクリエ ー シ ョ

ン 協会 よ り提供 され たもの です 。 ）

2022年（令和４年）新年会（新合格者FIT入会説明会・新年観
察会）のご案内について



フォレスト通信vol.133 ᲀ ᲀ2ᲀ ᲀ

皆 さん 迎 え 入 れ た か っ た の で す が 、コロナ感 染 防 止 を考 慮 し

今 回 は 参 加 人 数 を制 限 させ て いた だ きま した 。申 し込 み 先 着

順 50名 ま で とさせ て いた だ きま す 。感 染 防 止 、園 内 の 人 数 制

限 を熟 慮 の 上 決 め させ て 頂 きま した 、何 卒 、ご 容 赦 くだ さい 。

ま た今回は F ITとして の 新年懇親会は企画 して おりま せ ん 。

一 年 をか けて 準 備 をして きま した 。人 数 制 限 して お りま す が

是 非 、新 年 自 然 観 察 会 に ご 参 加 くだ さい 。み わ の 会 並 び に 、

ス タッ フ一 同 お待 ちして おりま す 。

開 催日 ：2022年 （令 和 4年 ）1月 8日 （土 ）

1 .新 合 格者 F IT入 会 説明会 （該 当者のみ で す ）

1 )会 場 ：五 反 田 カンフ ァレンス （87席 ）

東 京 都品川区西五反田 2-5-2

五 反 田東幸 ビル 6階 （赤 レンガの ビル で す ）

h ttp s :/ / go ta n d a - c o n f e re n c e .c om / go ta n d a - c o

n fe ren ce/

2 )ア ク セ ス ：（電 車 のみ案内 ）

JR「五 反 田 」駅 西口 より徒 歩 5分 以内

都営地下鉄浅草線／東急池上線五反田駅

3)受 付 開始 ・終 了 9時 30分 ～ 9時 40分 (時 間 前 は

入室 で きま せ ん ）

受 付場所は 、6階 貸 し会 議室前

※名簿確認次第 、会 議室へお入 り くだ さい 。

4 )新 合 格者 F IT入 会 説明会時間 ：9時 45分 ～ 12時 10分

※ F ITの 組 織や活動等 その概要 と各部会 について 説明 を行 いま す 。

※ 新 合 格 者 の 代 表 ・連 絡 担 当 決 め および 、高 尾 親 子 自 然 観 察 会 の

説明 も行 いま す 。

※ F IT所 属 ク ラ ブ 代表 よりク ラ ブ の紹介 を行 いま す 。

※ 移動 「新 合格者 F IT入 会 説明会 」会 場 か ら 「新 年自然観察会 」の 場

所 ま で

①電車 での移動約 30分 JR「五 反 田 駅 」か ら 「目 黒 駅 」の 乗車

②徒歩 での移動約 30分

※ F IT入 会 、新 年 自 然 観 察 会 へ 参 加 され る方 は 、昼 食 をご 持 参 くだ

さい 。な るべ く昼 食が取れ る様 に時間配分 をいた しま す 。

2 .新 年 自然観察会

1)会 場 ：国 立科学博物館附属自然教育園
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h ttp :/ /w w w .i n s.ka h a ku .go .jp

2 )ア ク セ ス ：（電 車 のみ案内 ）

J R山 手 線 目 黒 駅東口及 び 、東 急 目 黒 線目黒駅 より目 黒 通 り徒 歩 9

分

東 京 メ トロ南 北 線 及 び 、都 営 地 下 鉄三 田線 白金 台駅 1番 出 口 より目

黒通 り徒 歩 7分

3)受 付 開始 ・終 了 12時 40分 ～ 13時 10分

受 付場所は 、自 然教育園正門入 っ て 左側の広場

※受付 （名 簿確認 ）後 、自 然観察会資料 をお渡 しいた しま す 。

4 )新 年 自然観察会時間 ：13時 20分 ～ 15時 30分

（各 班 で 振返 り 15時 20分 ～ 15時 30分 ）

集 合 場所 ：自 然教育園内奥の武蔵野植物園付近の広場

※園内の案内 ス タッ フ は 配 備 して お りま せ ん の で 、受 付 後 は 入口 に

置 いて あ りま す 園 内 地 図 をお取 りの 上 、集 合 場 所 へ各 位移 動願

いま す 。

※ 園 内は トイ レの 設置 が 少 な いため 、教 育 管 理棟 1階 （ミュ ー ジ ア ム

シ ョ ップ 奥 ）の トイ レにて 手洗 い含め 是非お立 ち寄 り くだ さい 。

※ 受 付 時 間 を過 ぎ て 参 加 され ま す 方 は 、 F IT腕 章 をして いま す 付 近

の班に合流 くだ さい 。

そ の 場 合 、F IT腕 章 をして いま す ス タッ フ へ 入 会 年 度 、お名 前 をお知

らせ くだ さい 。

※ 新 年 自 然観察会の次第は 、斉 藤 会 長 の新年挨拶 、新 合 格 者 の

自己紹介 、その他 、自 然観察会 で す 。

※ 新 年 自 然 観 察 会 の テ ー マ は 「森 林 イ ンス トラ ク ター 初 心 者 向 け案

内 」で す 。

5 )入 園 料 ：一 般 ・大 学生 320円 65歳 以 上の方は無料 で す 。

但 し年 齢が分か る証明書等 を持参 し提示 くだ さい 。

※ 各自 お支払いの上 、ご 入園 くだ さい 。

6 )留 意 事項

・参 加 され る会 員 の 方は 、F IT名 札 ・マ ス ク の 着 用 をお願 いいた しま す。

新 合格者 ・新 入会者の方は 、マ ス クの 着用 をお願 いいた しま す 。

・園 内 は狭 いで す の で 、 「一 般 の方の ご 迷惑にな ら な い行動 」を切 に

願 いま す 。

・参 加 キ ャ ンセル場合は 、速 やか にご 連絡 をお願 い致 しま す 。

問 い合わせ及び 連絡先

みわの会 e-m a i l f i to y a ko31@ gm a i l .c om

以 上 、当 日 皆 さま とお会 いで きま す こと 、み わ の 会 一 同 楽 しみ に して お

りま す 。



フォレスト通信vol.133 ᲀ ᲀ4ᲀ ᲀ

★重要 な お 知 らせ ★

１．新合格者の方に森林インストラクター東京会（FIT）入会のお誘い

今年合格された方は、是非森林インストラクター東京会（ＦＩＴ）への入会をお勧めしま

す。入会手続きは、合格者の皆様に別途郵送する入会説明会の資料をご参照ください。

なお、入会のご意向の有無に拘らず、2022年1月8日（土）の新合格者入会説明会、新

年観察会などへの参加を歓迎します。FIT活動の理解や新しい仲間との面識など得る

ものも多いと思います。入会説明会・新年観察会への出欠は、資料に同封したハガキ

あるいはFIT事務局あてメールsfujioka0206@yahoo.co.jpにてご回答ください。

２．2022年度（令和4年度）年次総会開催について （ご予定ください）

●日時：2022年3月12日（土）13時～17時（受付12:30より）

・総会の前後に講演会、懇親会も予定しています。

●場所：茗荷谷「林野会館」 （例年の「林友ビル」とは違いますので、ご注意願います。）

３．会費納入（2022年3月1日～2023年2月28日分）に際し、自動払込手続のお願い

ご存じの通り会費の納入は、原則としてゆうちょ銀行の自動払込を利用していただい

ています。事務量の削減のためにも、まだ手続きをされていない方は、差支えのない限

り自動払込にご協力いただきますようお願いいたします。申込用紙はホームページの

（旧）会員のページ「その他文書」にあります「自動払込利用申込書」をダウンロードしの

上（もしくは事務局あて用紙請求）、1月25日までにお申し込みください。なお、従来とお

りの振込みをされる方には2月初旬に振込口座をご連絡いたします。年会費は5,000円

です。

４．平成８年度、１３年度、１８年度、２３年度および28年度の初回登録者の方へ、登録

更新のお知らせ

平成２９年１月１日付けで登録した森林インストラクターの登録期間が令和３年１２月３

１日で終了となります。特に資格を平成28年に取得された方は本年末が5年に一回の

最初の資格更新時期に当たります。すでに全国森林レクリエーション協会から連絡が

あったかと思いますが、この更新をしない場合、FITの会員資格も失う（会則第4条）こと

になりますのでご注意ください。

20 2 1年 度 も 「F IT友 の 会 」資 格 取 得 支 援 講 座 の 受 講 生 か ら 7名 の 新 し

い仲 間が で きま した 。 「F IT友 の 会 」講 師 ・ス タッ フ の 皆 様 方 に御 礼申 し

上 げ ま す 。
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やす らぎ の 森 大森征雄

私の好 きなフィー ル ドは 「都 民 の 森 と三 頭 山 」です 。

三 頭 山 は 平 成 2年 に 開 園 した 「檜 原 都 民 の 森 」の 西 端 に 位 置 し山 梨 県 に 接 して

い ます 。奥 多 摩 三山 の最高峰 で標 高は １５３１ｍ あ り 、頂 上 （西 峰 ）か らは 富 士 山

や 雲 取 山 方 面 の 展 望 は 良 好 です 。都 民 の 森 の 開 園 に 伴 い 駐 車 場 、売 店 、案 内

所 そ の他の施設が でき 、い くつ もの ハ イキ ング コー スが整 備 され ました 。

都 民 の 森 に は 豊 か な自 然 が 溢 れ てい ます 。変 化 に 富 ん だ 多 くの コー スが 用 意

され てい ます 。案 内 所 に 置 い てあ る地 図 （パ ンフレ ッ ト ）を片 手 に 子 供 か ら高 齢 者

まで、体 力 に 応 じた コー スを散 策 できます 。

駐 車 場 か ら森 林 館 へ の 路 では 春 か ら秋 に か け てフッ キ ソウ 、シラネ アオ イ、レ

ンゲ ショウ マ、サ ラシナ ショウ マ、カメバ ヒキ オ コシ等 々 多 くの 草 花 が 出 迎 えてくれ

ます 。森 林 館 か ら三 頭 大 滝 へ続 く大 滝 の 路は 森 林 セ ラピー ロー ドとして東 京 で初

め て認 定 され た 森 林 浴 コー スと聞 い てい ます 。大 滝 までは 平 た ん な道 を約 20分

です が 、道 沿 い に は ウ リ ノキ 、

サ ラサ ドウ ダ ン 、 タマアジサ イを

は じめ 多 くの 木 の 花 や 、草 花 が

あ り 、私 の 足 では 1時 間 以 上 か

か ります 。

毎 年 夏 に は 沢 沿 い の 、ブナ の

路 か ら三 頭 山 中 央 峰 周 辺 の ホ

ツ ツ ジに 会 い に 行 き ます 。 この

道 沿 い では ジ ュ ウ モ ン ジシダ 、

ミヤ マクマワ ラビ 、フクロシダ 、ギ

ンバ イソウ 、テバ コモミジガ をは じめ 多 くの 野 草 、シオ ジや サ ワ グ ル ミなどの 大 木

が 見 られ ます 。足 元 ば か り見 て歩 い てい る とホ ツ ツ ジに は 合 えませ ん の で周 囲

に 気 を配 りなが ら歩 くよ うに しま し ょ う。 2年 ほ ど行 ってい ない の で来 年 は ？ ぜ ひ

行 きた い と思 ってい ます 。

私 が 、三 頭 山 か らの 下 山 に よ く利 用 す るの が 回廊 の 路 です 。この 路 は 見 晴 らし

小 屋 の 東 側 の 山 腹 に 設 け られ た 、ほ ぼ 水 平 の 路 で人 に 会 うこともな く鞘 口 峠 に

出 られ ます 。秋 に は 石 山 の 路 、深 山 の 路 を紅 葉 を眺 め なが ら歩 き ます 。春 に は

生 活 の 森 で、山 菜 の 路 、白 樺 の 路 を散 策 す るの もい い もの です 。森 林 館 に は レ

ス ト ラン や 休 憩 室 が あ り自 由 に 利 用 でき るの で 、ひ と汗 か い た ら森 林 館 で一 休

み す るの もい い でしょ う。

この 森 は 落 葉 広 葉 樹 の 森 です 、常 緑 広 葉 樹 は ア

セ ビ 、ヤ マグ ル マ、ヒカゲ ツツジ、ミヤ マシキ ミ、ツル

マサ キ ぐらい です 。豊 か な自 然 、豊 か な水 、新 鮮 な

空 気 、ブナ の 森 か ら発 散 され る フィ トン チッ ドが 活 力

とや す らぎを与 えて くれ るの でしょ うか 。檜 原 都 民 の

森 と三 頭 山は癒 しの 森 です 。

私 の 好 き な フ ィ ー ル ド

山頂のホツツジ
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いろいろな 楽 しみ方が で きる 清水好博

私の お 気 に 入 りの フィー ル ドは 三 浦 アル プスです 。

逗 子 市 と横 須 賀 市 との 境 を源 流 とす る森 戸 川 は 西 進 し相 模 湾 に 注 ぎます 。そ の

森 戸 川 を カタカナ の コの 字 状 に 丘 陵 が 取 り囲 ん でい ます 。東 側 は 逗 子 市 と横 須

賀市 、南 側は 葉山町 との 境 界尾根 です 。北 側は 逗子市 に あ り、そ れ ぞ れ 南尾根、

東 尾 根 、北 尾 根 と呼 ん でい ます 。標 高 は 200ｍ あ まり と低 い の です が 、意 外 と急

峻 で、そ の ことが 現 在 でも開 発 か ら逃 れ てい る大 き な理 由 です 。車 は 一 切 入 れ ま

せ ん 。各 方 面 は 住 宅 地 に 隣 接 してい るの で、朝 の 散 歩 コー スに もなってい ます 。

逗 子 市 の グ リー ン ヒル とい う住 宅 団 地 の 児 童 公 園 か ら5分 で北 尾 根 に 行 か れ ま

す 。ロ ン グ コー スでは 5～ 6時 間 か か る コー ス取 り もでき 、 1日 た っぷ り遊 べ ます 。

道 も階 段 などの 人 工 物 は ほ とん ど な く、人 工 の 臭 い

が しない と ころ が 魅 力 です 。狭 い 三 浦 半 島 では これ

だ け の 大 き さの 自 然 は 貴 重 です 。もっともほ とん どが

2次 林 です が 、ほ ぼ 手 入 れ が され てい る 様 子 は あ り

ませ ん 。 J R 東 逗 子 駅 や 南 郷 上 ノ山 公 園 か らは 家 族

連 れ で楽 しめ る二 子 山 、また 京 急 田 浦 、安 針 塚 、逗

子 ・葉 山 各 駅 か らも各 尾 根 に 行 か れ 飽 き ない 。小 人

数でのハイキ ング では各尾根や派生 した 尾根 を縦走、

単 独 でチョッ ト冒 険気分 を味わ い た い ならバ リエー ショ

ン ル ー トが 結 構 あ ります 。草 い き れ の なか 山 並 み を

眺 め なが ら一 人 弁当 を頬 張 るの もの もい い です よ 。

植 生 は 2次 林 としては コナ ラの ほ か に は オ オ シマザ

クラ、 カシ類 が 多 い です 。特 筆 す べ き は ここの カシは

一 部 植 栽 され た マテバ シイは あ ります が 、アカガ シが

とても多 い ことです 。そ れ だ け 手 付 か ず だ った とい う

ことです 。そ の 他 、スギ ・ヒノキ の 植 林 帯 （地 元 高 校 が

植 林 ）が あ り丘 陵 、沿 海 性 植 物 は 少 しず つ では あ り

ます が 万 遍 な く生 えてい ます 。目 立 って多 い の が キ チジ ョウ ソウ です 。地 元 では

雑 草扱 い で刈 り払 い 機 で刈 ってい ました 。また ホ ウ ライカズ ラ、イズ セ ン リ ョウ 、タ

ニジャコウ ソウ 、マネ キ グ サ など暖 地 性 の 植 物 もあ ります 。二 子 谷 と呼 ば れ る源

流 域 では 早 春 ム カゴネ コノメ ソウ が か わ い らしい 黄 色 の花 を咲 か せ ます 。遷 移 が

激 しくしば らく行 か ない と様 子 が す っか り変 わ ってい た りします 。唯 一 電 力 会 社 が

鉄 塔 周 辺 を定 期 的 に 草 刈 り してい るの で、い くらか 多 様 性 も維 持 され てい る と感

じます 。逆 に 貴 重 種 を刈 ってい る時 もあ り 、き め 細 か く

管 理 す れ ば もっと良 い 森 に なるでしょ う。

い ず れ に しても、一 人 で楽 しむ の に は 格 好 の フィー

ル ドです 。なお 、初 め て行 か れ る メ ンバ ー に は 詳 細 図

をお 送 りします の でお 申 し付 け くだ さい 。

7月 初 旬
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山へ の行 き帰 りの バ スの 中 か ら、あ るい は 車 の 走 る道 を歩 い てい ると、は るか 上

の 方 に 白 い ガ ー ドレ ー ル が 見 える ことが あ ります 。あ ん なところ まで車 が 行 くん だ

と思 って、登 山 地 図 をよ くよ くみ る と目 立 た ない よ うに 道 路 が 描 か れ てい ます 。登 り

口 を探 して行 ってみ ると、絶 景 が 楽 しめ た りします 。

丹 沢 の 「山 と高 原 地 図 」の 赤 い 線 部 分 を一 つ 一 つ 踏 破 してい る うちに 、うっす らと

描 か れ てい る 道 の 存 在 が 気 に なる よ うに な り 、林

道 も歩 きは じめ ました 。

林 道 は 、確 か に 距 離 が 長 く、 もう参 った と思 わ さ

れ ることは しば しば です が 、大 部 分 が舗装 され た 道

を等 高 線 に 沿 って歩 くの で、ず ん ず ん 進 め る 。車 止

め が あ る と 、車 も人 もほ とん ど通 らず 、ほ とん ど独

占 状 態 。林 道 を 歩 い た 実 感 としては 、広 葉 樹 に 囲

まれ てい る ことが 多 い （対 して 、登 山 道 は スギ ・ヒ ノ

キ の 中 を 延 々 と歩 く場 合 が 多 く、味 気 ない ）、野 鳥

の 集 団 に 遭 遇 す ることが 多 い 、実 が た わ わ に なった

クサ ギ を見 か け ることが よ くあ る （関 心 を持 つ 人 が通

る可 能 性が 皆無 に 思わ れ る ）、などが あ ります 。また 、等 高 線 に 沿 って曲 が り くね っ

て進 む と、山 と谷 が 強 く意 識 され 、地 形が よ くわ か るよ うに なります 。

林 道 は 次 々 と新 設 され 、地 図 に もあ まり反 映 され てい ない よ うです 。地 図 上 では

終 わ ってい るの に 、先 が あ るの で進 ん でみ ると、は るか 離 れ た 地 点 で繋 が ってい る

の を発 見 す る こともあ ります 。一 方 、大 き な台 風 や 豪 雨 に よ って大 崩 落 が 起 き 、通

行 不 能 に なった り 、数 年 か け て復 旧 して通 行 可 能 に なってい た り と 、現 場 に 行 って

み ない と判 らない ことが よ くあ ります 。つ まりハ プニング に 見 舞 わ れ つ つ 、ル ー トを

発 見 す る楽 しみ が あ ります 。

初 め ての 人 は 、大 山 や 塔 の 岳 の 南 や 東 側 の 林 道 などが 行 き や す い でしょ う。例

えば 、日 向 林 道は 、カメ ラを持 った 人 が 大 勢集 まる楽 しい ところ です 。タカもよ くみ か

け ます 。この 道 の 終 点 は 行 き止 まりです の で、戻 って往 復 す るか 、途 中 で下 また は

上 に 抜 け る道 を探 します 。また 、ヤ ビ ツ峠 行 き の バ スに 乗 る と終 点 直 前 に 林 道 入

り口 とい うバ ス停 が あ ります が 、降 り る人 は まず い ませ ん 。ここ （表 丹 沢 林 道 ）は 、

冬 の 猟 季は 鉄砲 を持 った 人 が 集 まってい ます。

に こや か に 挨 拶 してさっさと通 り過 ぎましょ う。

そ の 他 、秦 野 峠 林 道 （丹 沢 湖 -寄 ）、虫 沢 林

道 (秦 野 峠 -寄 )、水 の 木 幹 線林 道 （明 神 峠 か ら

北 へ 、 西 丹 沢 は 鳥 が 元 気 ！ ）、 神 之 川 林 道

（音 久 和 -犬 越 路 隧 道 ）、唐 沢 林 道 (札 掛 -煤 ヶ

谷 )、法 論 堂 林 道 (煤 ヶ谷 -半 原 越 )などなど 。丹

沢 山 東 側 の 堂 平 （塩 水 林 道 ）も感 動 もの の 絶

景 です が 、まだ 歩 き に 行 くの は 難 しそ うです 。

公 的 機 関 が 通 って欲 し くない と言 ってい る とこ

ろ は 、無 理 して通 らず に す む よ う、余 裕 を もっ

丹沢の林道歩 き 八代 盛夫 26年

まだ歩けたころの玄倉林道。フサザクラ
の並木道。背景は丹沢主峰。

すぐ先にウソがいました (表丹沢林道)。
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てハ プニング を楽 しみ なが ら歩 きましょ う。

なお 、林 道 の 範 囲 は 正 確 なもの では な く、

お お よそ の 場 所の目安 として書 きました 。

ミツマタのお花畑もあちこちで
見かけます。

＜事務局便 り＞

今 年 も早 い もの

で 師 走 を 迎 え 、

残 り日 数 も少 な く

なってきてい ます。

新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 に よ

る 緊 急 事 態 宣 言

に 伴 い 、 F I Tも年

初 よ り 計 ３ 回 延

べ ２ １ ４日 間 もの 活 動 自 粛 期 間 が あ り

ま した 。また 10月 １日 よ りの イベ ン ト再

会 後 も天 候 不 順 など での 中 止 もあ り 、

昨 年 に 引 き続 き 、満 足 な活 動 が出 来 な

か った 年 では なか った か と思 い ます 。

ワ クチ ン 接 種 も進 ん で い ま す が 、 感

染 の 第 6波 が 確 実 に 来 るとの 専 門 家 の

見 方 もあ り 、今 後 も、感 染 防 止 に 十 分

な対 策 を 講 じて活 動 を実 施 してい た だ

くよ うに お 願 い 致 し ま す 。今 年 の 合 格

者 も発 表 され 、F ITに 新 た な仲間 を迎 え

る 季 節 とな り ま し た 。新 合 格 者 へ の 説

明 会 、入 会 手 続 き 、新 年 観 察 会 に 引 き

続 き総 会 開 催 と行 事 が 目 白 押 しです 。

会 員 の 皆 様 に もさま ざ まな場 面 でご協

力 をお 願 い す ることに なります が 、よろ

しくお 願 い い た します 。

● 会 員情報

会 員 数 （２０２１年 11月 30日 現 在 ） 34

6名 。 友 の 会 は 10名

以 上
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